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＜連絡事項＞

・医療機能評価の午前の分は終了しました。午後は、引き続きサーベイヤーのラウンドがあります。

＜患者様連絡事項＞

・川村　つゑ様～便が出にくいとの事で主治医より下剤追加処方となっています。排便状態の観察をしていきましょう。

・中里　祐次郎様～なんぶクリニックからの他科薬（オパルモン錠）が26日昼で切れます。家族に連絡がつき、持ってきていただけるとの事です。

・菊谷　滝治様～痰から、MRSAが出ていたとの事で、主治医よりネオヨジンガーグルがでています。感染ではなく保菌しているのではないかとのこと。1日3回うがい

＜隔離室入室患者様＞

・野沢　英貴様～17時から9時までの時間隔離中です。昨日と同様、退室中は、にやつきみられ、落ち着きなくチャンネルいじりや立ち歩き多く介入要しています。夜間睡眠は確保出来ていますが覚醒後のドアを叩く行為頻回で、精神症状としての大きな変化はみられていません。

今後も現在の時間隔離を継続し、精神症状を観察していきましょう。また、声を掛ける事で迷惑行為を止める事も出来ているので、引き続きその都度介入していきましょう。

＜要注目患者様ケース検討＞

・佐藤　節子様～身体拘束継続中です。昨日、夕食後薬は拒否していますが、就床前薬は服用し、夜間は十分睡眠を取る事出来ていました。本日の日中は、食事や服薬の拒否は見られていません。話し掛け、要求、拘束への不満はありますが、介入に対しての興奮はありません。

　　　　　　　　　興奮無く落ち着いた状態を保てるよう本人へ伝えていきましょう。また、拘束部を外そうとする事が度々見られます。誤って転落したり、抑制帯が首などに引っかかり事故に至る可能性も考えられます。こまめに巡視し、事故を未然に防ぐようにしましょう。

・神代　達也様～アルコール依存症治療プログラムは、27日からの予定ですが、予定表がまだ渡っていなかった事やスタッフの対応等に不満を話され、声を荒げることもあります。また、点滴中に心理検査などについて午後にやりたい事を伝えると、「今点滴の事で頭いっぱいだから」と話すことあります。１つ１つ具体的に説明していき、前もって検査があることやプログラム導入になる事、プログラムとはどういうものか名どの説明をしていく必要があります。対応も慎重に行っていきましょう。

　　　　　　　　上記の現状を主治医にも伝えています。治療に対しては同意していますが、土日にかけて退院すると言い出す可能性もあります。その時は、月曜日27日まで待つよう話すよう指示を受けています。

＜作業報告＞

・神代　達也様～主治医より作業導入指示がでています。1つずつ説明が必要な為、アルコール依存症治療プログラムと一緒に始めると混乱する可能性がある為、作業療法見学は、8月29日を予定しています。グループはBグループです。

・玉井　悠策様～作業室での作業の指示を主治医にもらう予定です。グループはBグループを予定しています。

・豊巻　薫様～血のついたティッシュを持ってくることあります。その為に作業を休む事

もあります。実際に脱肛もあり、出血も確認している為、無理はさせない

ように本人が帰りたいと言う時は病棟へ戻って頂きます。

・河原木　泰志様～作業、拒否する事も多いですが、参加するとチラシや本を読んだり、パソコンをやっています。唸り声がひどい時や、帰りたいと訴えた時は、他者への影響もある為、無理をさせずに病棟へ戻します。

・吉田　光良様～「腰が痛い」「眠い」と机に伏している事が多く、表情硬い事も見られます。その為、役割設定をして、今日はこれをお願いしますと話し、能力を低下させないことを目標に行っています。本人からの帰棟要求あれば、無理はさせずに、病棟へ戻します。

・長谷川　陽一様～長期欠席となっています。現在の空いている時間は他者とトランプなどをして過ごし、他者への被害的な発言もありません。作業導入について本人と作業スタッフで話をしてみるとの事。

・奥寺　徹様～顔出して、出欠表に丸をつけて帰棟している。1週間に1回はドリルをや

っています。継続して作業室へ行けることを目標に声かけをしていきましょう。

・北山　幸博様～しばらく休んでいます。主治医からは無理に参加させなくても良いとの指示あります。本人が、「10月から行きます」と話していることがあった様だが、引き続き、毎日参加出来るかの確認して下さい。

・駒木　学様～休みが続いています。主治医からは無理させなくても良いとのことだが、

退院の話が出てきたことで意欲が出てきているようです。その事も含め説

明し、最低限作業室に顔を見せるように促して行きましょう。













